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目的 本研究は、保育園等の現場における児童虐待の早期発見や初期対応についての課題を明確にし、
児童虐待対応のプログラム等の開発をすることにある。今回は、通告をためらった児童虐待の事例を洗
いだし、個々の事例の分析を通して、虐待発見と対応のプログラム開発の検討の礎とする。 
方法 浜松市においては、保育園や幼稚園に児童虐待対応マニュアルや児童虐待チェックシートが管轄
機関から数年前に配布されたが、それが現場の早期発見や初期対応に活かされているかどうか、活かさ
れていないとしたら理由や原因はなにかを検討し、課題を明確にする。そのため市全域の公立・私立等
の保育園・幼稚園の保育士・幼稚園教諭・職員を対象にしてアンケート調査を実施する。また、児童虐
待を疑いながらも通告をためらった事例の報告を求め、ためらいの背景とマニュアルやチェックシート
の関連性を検討し、児童虐待の対応のプログラム開発、および広報活動や研修のありかた等の提案を行
う。 
結果 アンケート用紙は浜松市子育て支援課及び市教育委員会の協力を得て全数調査を行った。施設長
あてに一括で発送ないし持参し配布してもらい、個別に返送を依頼した。調査期間は平成 25 年 1 月か
ら平成 25 年 3 月末までとした。結果、発送したアンケート用紙 3360 部に対して回収 1167 部で回収率
は 34.7%だった。回答者の年齢は 20代(36.8%)、30代(19.2%)、40代(19.0%)、50代(21.6%)、で女性が
96.0%だった。経験年数は、1年目(6.1%)、5年未満(21.9%)、10年未満(25.3%)、15年未満(14.9%)、15
年以上(31.5%)、不明(0.3%)だった。 
Q9 の「児童虐待を疑うような場面との出会い」で、よくある(0.9%)、時々ある(28.8%)、ほとんどな
い(50.7%)、全くない(18.1%)、分からない(1.2%)、不明(0.3%)だった。Q10「チェックシートについて」
で、良く使用している(0.7%)、時々使用している(6.4%)、ほとんど使用しない(24.4%)、見たことはあ
る(27.4%)、見たことがない(40.8%)、不明(0.3%)だった。保育等関係者の 4割が「児童虐待チェックシ
ートを見たことがない」と回答し、7割が「児童虐待を疑う場面に出合わない」と回答している。 
 個別記入で「通告をためらったケースの報告」は 24枚(0.02%)あり、なかには「現場職員が管理職を
飛び越えて報告することはできない」「児童相談所に通告したら園との関係が悪くなった」という記述
もあった。なお現在、データーの整理中である。 
考察 保育等の現場では、児童虐待チェックシートが充分に活用されておらず、虐待発見には繋がって
いない可能性が示唆された。また通告をめぐって保育士等の知識や意識という面だけでなく職場環境上
の課題、また児童相談所等との連携の課題も示唆された。 
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